ＪＳＱＣ　ＴＱＭ基礎講座　第１章　演習ワークシート

	グループ名：１０


	場面の番号：１７（工程能力が十分あるにも関わらず全数検査を行っている ）

	場面に追加した条件



	取るべき行動（資料の閲覧、質問等）：

· 工程能力がないにも拘わらず、十分な検査がなされていないところがないか確認する

· 不適合やクレーム等の発生状況を確認する

· 不要な検査を実施していることによる弊害（コスト増）について確認する

· コスト低減、生産性向上を含めて顧客要求がどうなっているか、これらを踏まえた組織の目標、改善活動の計画がどうなっているか確認する

· 工程能力調査や検査プロセスの設計にどのように活かされているか確認する

· これらの状況が内部監査、マネジメントレビュー等でどのように検討されているか確認する



	指摘：

· 検査プロセスが工程能力を考慮したものになっていない

· 顧客のニーズを踏まえた改善活動が適切に行われていない


	指摘の根拠・理由：

・ＩＳＯ９００１、７．５．２項

・ＩＳＯ９００１、８．４項、８．５項

	関連するＴＱＭの原則：

· プロセス重視

· ＱＣＤ（結果）に基づく管理

· 重点志向




